











『本朝文粋』巻第十三所収の表白文一篇・願文二篇について、身延山久遠寺蔵本『本朝文粋』の本文及び訓点にもとづいて翻刻・校訂本文・訓読文を作成し、現代語訳と語釈を付した。『本朝文粋』 （十四巻）は平安期の名文を文体ごとに類聚した文集である 収録される漢詩文は弘仁年間（八一〇～八二三）から長元三年（一〇三〇）までの四三二首。編者は藤原明衡、康平年間（一〇五六～一 六五）に編纂したと考えられている。文章作成の典範として後世に多大な影響を与えた。身延山本『本朝文粋』は、巻第一を欠く十三巻の巻子本で





に言えば、身延山本よりも古い現存写本はすべて一巻か二巻の零本であるため、ほぼ完具の写本としても最古である。身延山本の転写本はかなり普及し、流布 すべ の祖本ことが認められてい 。
身延山本はほぼ三手の寄合書で、本文と同筆のヲコト点・
句点・返点・音訓合符・四声点・送り仮名等が付され、行間や欄外に異訓や注が書き入れられている。誤写や後の書き入れと思われる箇所はあるが、全編にわ って鎌倉幕府第一の碩学・教隆によ 訓点を伝えている。その漢文訓読を学ぶことを第一の目的として、校注者三名は成城大学文芸学部研究助成を受けて共同研究「身延山本『本朝文粋』巻第十三の研究」 （平成二十八・二十九年度） 行った。
共同研究の対象とした巻十三は祭文・呪願文・表白・発








































































































































































































































家・文人。醍醐天皇の第十六皇子。朱雀天皇・村上天皇・源高明の異母兄弟にあたる。一時臣籍降下して源兼明と名乗ったが、晩年皇籍に復帰し、中務卿となったことから中書王、また小倉親王とも呼ばれる。詩文・書に長じ、 『本朝文粋』『和漢朗詠集』に作品が残る。「表白」とは法会や修法を行うときにその趣旨を本尊、僧、大衆に告げるためその初めに読み上げられるもので、 「啓白」とも「開白」とも言う。法会などの趣旨や所願などを述べる華やかな美文であり、対句本位の駢儷体の形をとる。神仏に祈願内容を伝える願文を兼ねる場合 ある。本来は導師や施主の立場からの文章であるが 儒者が代作す 場合もあり、ここでも村上天皇 異母兄弟にあたる兼明親王（前中書王）が作成している。初めに、仏法と村上天皇の徳を讃嘆し、次に法会の 法を示して導師を敬仰し、最後に行者である参会者の意思や祈願を述べて法 経への帰依を表す。文章は儒教思想に基づく文芸の詩句と仏教の 文を包摂している。表
白の早い作例としては空海による『性霊集』所収のものが知られているが、 「表白」という表題を確実に有するも としては、本表白が最古の作品とされる（山本真吾『平安鎌倉時代に於ける表白・願文の文体の研究』汲古書院、平成十八年一月） 。【現代語訳】
金輪王である村上天皇は、雲が遍く民草を覆うように庶民


























































































































































































































































































接―（梅・天・板・校） 「摂」 、 柿 摂
文永本作接
」 、 （中） □
　








返―（天） 「還」 、 （梅） 「反」
17　
見―（梅・剛・
天・永・陽） 「明」 、 （内）右傍に「明イ」 、



























字―（天） 「色」見せ消ちで右傍に 字」妙法蓮華経一部 梅 「法花開結経」右傍に「イ妙法□□□」 「イ下六字はイに無」 、 剛 妙法
云云」 、 （天） 「妙
法
云々






・天・中・陽） 「鶴勒」 、 （内）左傍に









































































歓楽、還為苦縁。況復、紅桃漸浅 可動風前之心 翠柳不濃何貽霜後之悔。月宮留影、雖得承天之名、塵翳寄身。恐滞成仏之道。加以 流転三有之群類 欲抜罪根。往返六趣 衆生、思授覚蕊。何謀能救。憑白毫 照見。何善能通 仰白牛之引 導
 。因茲、或於天台山、或於法性寺、多造尊像、数写経王。白












































































































































主は太皇太后（朱雀天皇・村上天皇の母、藤原穏子） 。願文は願 ・ の立場で叙述されている。
朱雀院は、嵯峨天皇が創建した右京の朱雀大路に東面する










く広大である。かつて釈迦牟尼仏が霊鷲山で法華経の説法の前の三昧（瞑想）に入られたとき、神変が起こった。仏 額の白毫が光を放って暗闇の霧はこ ごとく散り、四種の天の花が雨のように降りそそいだ。弥勒菩薩はこの瑞相がいい何のためであるのか疑念を晴らしたいと思った。すると神通力をそなえた文殊菩薩は、過去の諸仏の瑞相の例を引いて明らかにした。これはまさに、釈迦牟尼仏がこれから法華経を説法なさるという前兆な だと。
仏の説法によって、醍醐の味わいの雨が降り注ぐ。雪山に
















































































































































































































































































































天子の妻、后をいう。 『易経』に、 「坤」 （地、臣・
妻）の徳は従順にして「乾」 （天、天子 の徳を受け入れることであると説かれる。彖伝「至哉坤元、万物資生、乃順
承天































































































































































































































































































































































































































































































































































































安置した釈迦仏のため、仁康自身が五時講を修 るための願文。五時講では、天台宗智顗の五時教判（経典 釈迦一代のうちの五つの時期に分類して体系化する）に従い、五部大乗経の『華厳経』 『大集経』 『大品般若経』 『法華経』 『涅槃経』





栴檀而模尊容、今跋提河之滅度二千年、瑩紫磨金而礼両足」の句は秀句として『和漢朗詠集』 （巻下・仏事） 収載されている。この の上句は、 【語釈】 第二段）で説明するように、釈迦が母摩耶夫人への説法を行うため 三十三天（忉利天） 行ってしまった後、釈迦の姿が見えなくなったことを嘆いた優塡王が、牛頭栴檀の香木で生身の釈迦像を造らせたという伝承を踏まえる。この伝承は、 増一阿含経 聴法品第二十八などに見え、当時すでによく知られたも であったと考えられるが、注意を払っておかねばならないのは、当該願文の製作さ た正暦二年の四年前に当 る永延元年（九八七） 、東大寺僧奝然が、優塡王造立 生身 釈迦像と伝えられるものの模像を携え、中国から帰国したという点である（塚本善隆「清凉寺釈迦像封蔵の東大寺僧奝然の手印立誓書」 『塚本善隆著作集』七） 。このとき、釈迦像のほか、奝然とともに入宋した弟子の盛算が書写した『優塡王所造栴檀釈迦瑞像歴記』 （十明述、十世紀成立 も将来されている。こ
の『瑞像歴記』は、優塡王の釈迦像造立の顛末のほか、この釈迦像が天竺から震旦へと運ばれた経緯など、当該釈迦像をめぐる記述を諸々の文献に博捜してそれを集成したもので（平林盛得「 〈資料紹介〉優塡王所造栴檀釈迦瑞像歴記─附西郊清凉寺瑞像流 ─」 『書陵部紀要』二十五） 、 『三宝感応要略録』の粉本となったほか、後述のように、清凉寺釈迦像をめぐる伝承 根 資料ともなった（荒木浩「 『今昔物語集』に於ける『三宝感応要略録』続貂」後藤昭雄監修 金剛寺本『三宝感応要略録』の研究』など） 。当該願文の製作に際して、匡衡が『瑞像歴記』を目にした可能性も視野に入れる必要があろう。
一方、奝然将来の釈迦像は、奝然の没後、愛宕山棲霞寺内
の釈迦堂に安置され、そこを五台山清凉寺 号する勅許を受け、やがて多くの人々に尊崇され こととなっ 。 『和漢朗詠集』の注 書では、 「昔忉利天之安居九十日、刻赤栴檀而模尊容云々」の摘句の注釈に、清凉寺の本尊である奝然将来の釈迦像の由来譚として、 『瑞像歴記』を起源とする優塡王の釈迦像をめぐる言説 記述されるようになる。やがてそうした言説が『宝物 や『保元物語』などの軍記物語の説話へ、あるいは『転 輪鈔 などに見える唱導の言説へと拡大
150
し、さらに『清凉寺縁起』へと結実するものと考えられる（宮田寿栄「説話の流伝─清凉寺釈迦像縁起譚をめぐって─」 『仏教文学』十など） 。また、 『江談抄』においては、 「昔忉利天之安居九十日云々」の句について「仁康上人入唐之時、為母於六波羅蜜寺供養仏経之願文也」などと説明するが、これは『本朝文粋』において、当該 の次に奝然を願主として作られた慶滋保胤「奝然上人入唐時為母修善願文
411」が掲
載されている めだと推定されている（中川真弓「朗詠注と太子伝における「仏法最初の釈迦像」譚」 『待兼山論叢（学篇） 』三十七） 。
釈迦像将来をめぐっては、その背景に東大寺僧奝然の山門
に対する対抗意識があったことが指摘されて り（前掲、塚本論文） 、逆に、仁康 よる釈迦像造立ひいては匡衡製作の当該願文 、奝然 対する山門の対抗意識を窺う見方もある（奥健夫「清凉寺釈迦如来像の受容について」 『鹿島美術研究』年報十三別冊など） 。当該願文には、釈迦牟尼の名号への言及が頻繁に見え、釈迦および釈迦信仰に対する強い意識が窺われることから、少なくとも当該願文 奝然将来の釈迦像をかなり意識した上で作られたものと考え こと できだろう。























































































































































































































































































































の手を借りて五尺の像が作られた。今この釈迦像は拙僧の善行で成ったもので、たまたま人々の望みにかない、一丈六尺の像が作られ 。今まさに、東京の河原院にて六日間の法会を開催し、かつての釈迦の五時の教説にならって法会を行う。仏弟子であるこの仁康が頭を下げて礼拝して経を唱えれば、七層に囲む香煙が瑠璃の雲 ような蓋いとなり、四花が天から降って薝蔔の露にともし火が映ったようである。会衆人々は口々に釈迦像 相好を讃嘆し、低頭挙手して過去の罪深き悪業を懺悔する。そ き、会衆 中 ある人が、涙を流しながら「私たちは意図せず て 本日、霊鷲山の釈迦如来を拝見した」と言 た。会衆は皆な歓喜し、未曾有（未だかつて無い素晴らしい経験）を得たのだ。【語釈】○
 忉利天之安居九十日、刻赤栴檀而模尊容
　『増一阿含経』



































































































































第三段【現代語訳】ああ、衆生の慈悲深い父である釈迦牟尼仏が、今すでにここにいらっしゃる。この世界のもので、その教化を被らないものがあろうか。そもそも仏は昔、過去の のところで発願して言 ことには、 「願わくは自分が成仏したときに
155　『本朝文粋』巻第十三の研究─表白文一篇・願文二篇の注釈─
は釈迦牟尼と名乗ることにしたい。そして信徒や教法については、今日の世尊のようにしたい」と 私仁康の願いもまた同様である。おおよそ造仏や写経、法会などの功徳は、人によっては順修となり、別の人にとっては逆修 なるが、 （亡くなったひとにとっても生きている人にとっても）すべて今日の善根であり、来世に成仏するための因縁なのである。願わくは、多くの衆生 とも 極楽浄土に往生できますように南無釈迦牟尼仏。つつしんで申し上げます。【語釈】○
 仰仏昔於過去釈迦牟尼仏所、発心作願曰、願我成仏時、名曰釈迦牟尼
　
今の釈迦がかつての釈迦のもとで釈迦のごと
くなることを発願したというのは、 『大般涅槃経』巻第二十九、獅子吼菩薩品第十一之三に「善男子、我念往昔過
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一」とある。
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往生成仏のもとになるもの。白居易の「六讃偈序」
（ 『白氏文集』巻七十、
3611）に「故作
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一也」とある。
 
（山田
　
尚子）
本稿は、成城大学特別研究助成共同研究「身延山本『本朝文粋』巻第十三の研究」の成果報告である。
